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主な展開（年度）

③防災性の向上

区画街路第４号線の沿道建物の不燃化促進事業

道路ネットワークの整備

まちづくりの取組み状況
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※事業着手後、おおむね１０年間で完了

ネットワークの検討

地区計画の策定、ネットワークの整備

現在 

主な展開（年度）

④自然や歴史文化資源を活用したまちづくり

案内表示や 、歴史文化資源を結ぶ回遊ルートの整備

緑化
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施策③　防災性の向上

■地区計画の策定、関連都市計画の変更、区画街路第4号線を中心とした延焼遮断帯と地区施設道路
の位置づけによる道路ネットワークの形成

上図の沼袋一・二・三丁目及び四丁目、
新井三丁目及び四丁目、江古田四丁目地
区（赤点線内）において、  「沼袋区画街路
第4号線沿道地区地区計画及び関連都市
計画の変更」  を、平成30年3月7日に都市
計画決定しました。また、延焼遮断帯の形
成を図るため、平成30年4月1日より、区画
街路第4号線の計画線から沿道30mの範
囲において、 耐火建築物への建替えを助
成する、 「都市防災不燃化促進事業」を導
入しました。今後は区画街路第4号線の東
西に広がる木造住宅密集地域の防災性を
向上させるため、現道を活用した幅員6m
以上、 間隔約250mを基本とする道路ネッ
トワーク （区画道路）を地区施設道路に位
置付け、整備を図ります。

施策④　自然や歴史文化資源を活用したまちづくり

区画街路第4号線の整備に合わせた緑化や、沼袋駅周辺や新井薬師前駅周辺に豊富に点在する
歴史文化資源へのまち歩き・回遊を誘導するため、案内誘導サインの配置など、まちづくりの進捗
に合わせて検討を開始します。
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※延焼遮断帯のイメージ

案内誘導サインのイメージ 歩道の幅員に配慮した緑化のイメージ
　　(補助第133号線　中杉通り)


